
長谷工コーポレーション＜1808＞、細田工務店＜1906＞をTOBで子
会社化

長谷工コーポレーションは19日、戸建住宅分譲の細田工務店（ジャスダック上場）に対してTOB（株
式公開買い付け）を実施し、完全子会社化すると発表した。長谷工はマンション建築最大手だが、戸建
住宅分野への本格進出に向けた足がかりとする。細田工務店はTOBに賛同する意見を表明している。

細田工務店株式の買付価格は1株あたり130円で、TOB公表前日の終値121円に7.44％のプレミアムを
加えた。買付期間は12月20日～2020年2月4日。買付代金は最大約24億3600万円。買付予定数の下限
は所有割合で66.67％。決済の開始日は2020年2月12日。買付代理人は大和証券。

細田工務店は1947年に創業し、1957年に法人化した。木造戸建住宅の開発・分譲を主力とし、2004
年にジャスダックに上場した。用地取得競争の激化による仕入原価の上昇や供給過多に伴う販売価格の
下落などが重なり、厳しい経営環境が続いていた。


